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|       2019年度売上高 140,000 （百万円）68,600（百万円）|   売上高
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学校

企業

神奈川県西湘高校、浜松学芸中高校

神奈川県松田町の全小中学校（松田中、松田小、寄小）

＜小中高＞
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Cラーニング since 2001
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グループ名
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EdTech「Cラーニング」導入校一覧

静岡市立葵小学校

大阪府立箕面東高等学校

北海道美深高等学校

宮城県立古川工業高等学校

帯広市立帯広南商業高等学校

京都府立海洋高等学校

東邦高等学校

岩瀬日本大学高等学校

若宮商業高等学校
合計９校 名張市の中学５校は来年度にずれる（順不同）
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株式会社ネットマン EdTech 導入補助金
事業計画

課題1【ICT 活用度の向上】
課題2【アクティブラーニングの実現】
課題3【教職員の働き方改革】
課題4【休校対応】*

＊休校は実際はなかったため、休校時の対応方法の説明を教員研修で行った。
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各学校の教員研修回数

A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 H校 I校

研修回数
（同期）

６ １ ３ ２ ３ １ ０ ２ ３

オンデマンド
（非同期）

０ ２ ０ ０ ０ １ ２ ０ ０

コマ数 ７ ６ ６ ４ ５ ４ ４ ４ ５
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教員研修例（葵小学校）

8/4    （火）ステップ１：リーダー研修

8/28  （金）ステップ２：基礎学習（PDFやyoutubeの教材アップロード等）

9/18  （金）ステップ３：授業活用の学習（アンケートや小テスト等）

10/9  （金）ステップ４：コロナ対策のための学習（動画や検温等）

11/4  （水）ステップ５：校務活用の学習（学年通信等の演習）

11/11（水）ステップ６：ICTを活用した指導案を作成

12/1  （火）ステップ７：保護者説明会をサポート
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教員研修の様子
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保護者説明会の様子
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校務導入ステップ

Step 種類 グループ登録

Step1 全校連絡
全校連絡
保護者連絡

Step2 学年 / 学級連絡

1学年連絡用、2学年連絡用、3学年連絡用

1年1組、1年2組、1年3組、1年4組、1年5組
2年1組、2年2組、2年3組、2年4組、2年5組
3年1組、3年2組、3年3組、3年4組、3年5組

Step3 校務分掌 / 学校行事

職員朝礼、進路指導、教務、生徒指導、校内研修、生徒会・児童会、職
員打ち合わせ

修学旅行、卒業式、運動会、社会見学

Step4 地域連携 PTA役員、地域学校協働本部

Step5 部活
サッカー部、野球部、卓球部、バスケ部、吹奏楽部、美術部、パソコン
部、軽音楽部、
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協働
Step

種類
A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 H校 I校

Step1 全校連絡
保護者連絡 〇

Step2 学年
学級連絡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step3 校務分掌
学校行事 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step4 地域連携 〇

Step5 部活 〇

校務導入ステップ実践状況

考察：
各学校の状況が異なるためStep1から順に導入されているわけではなく、学校ごとの必要性に応じて実践されている。
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授業導入ステップ

Step 種類 内容

Step1 アンケート
・授業の途中でクイックアンケートを行う
・授業の最後に振り返りアンケートを行う

Step2 教材共有 ・テキスト教材や補助教材を共有し、既読確認する

Step3 協働板 ・ファイルやコメント等を生徒同士で共有する

Step4 確認テスト ・理解度を測る小テストを作成し、出題する

Step5 課題レポート ・レポート課題を出題し、コメントをする

Step6 動画共有 ・授業動画を作成し、配信する。
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授業導入ステップ 実践状況

Step 種類 A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 H校 I校

Step1 アンケート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step2 教材共有 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step3 協働板 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step4 確認テスト 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step5 課題レポート 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Step6 動画共有 〇 〇

考察：
各学校の教員が授業の中でどう活用するか、自ら授業デザイン（次ページ）を選択して実践している。
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授業デザイン
授業名 目的 内容

双方向型授業
生徒が積極的に意見
を言える場を作る

意見を自由に発言させ、フィードバックする

調べ学習の結果を共有させ、コメントする

レポートを提出させ、生徒に相互評価させる

デジタル教材を
使った授業

生徒の新たな
視点を作る

予習教材を使った学習で、マインドセットを行う

補足教材を閲覧させ、課題を取り組ませる

自ら動画を撮影・共有させ、理解を深めさせる

生徒の理解度を
測る授業

生徒の学習の
定着を測る

確認テスト作成・公開し、実施する

レポートを提出させ、ABC評価する

他の科目やコースと比較・分析・評価する
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効果測定：Cラーニングの活用率の変化
A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 H校 I校

先生
2020/11

31.5% 14.5% 57.1％ 18.5％ 18.0％ 1.1％ 0.9％ 8.8％ 3.2%

先生
2021/1

34.5% 24.4% 62.5% 14.8% 23.0% 7.2% 2.4% 40.7% 3.2%

生徒
2020/11

13.2% 10.4% 22.1% 33.1％ 26.1％ 0.1％ 3.5％ 0.4％ 2.2％

生徒
2021/1

45.5％ 35.9% 80.9% 45.8% 39.0% 24.9% 4.7% 50.5％ 4.0%

課題1【ICT 活用度の向上】

全体考察：
教員研修から導入までが短い期間だったため、また学校によって事情が異なるため、学校によって
差が出てている。活用が進んでいなかった学校も１１月から１月で伸びを見せており今後の増加に期
待ができる。各学校の個別考察を次ページに記す。
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各校個別の活用度考察 1/2
学校 活用状況

A校 毎月教員研修によって教員のスキルは大幅にアップした。授業活用では、２月１５日、２月１９日
に公開授業が実施された。校務活用では、１２月１日保護者へ資料配布利用を開始、２月１５日よ
り保護者からの欠席連絡で活用が開始された。今後毎日検温アンケートなどでさらに活用率を伸ば
す見込み。

B校 主に授業で活用。管理職、ICT担当が推進し、授業で活用する機能を徐々に増やしているため、活用
率が伸びている。今後はICT担当が校内で効果を説明する事で、学内全体の活用率が伸びる見込み。

C校 校内研修と最中に校務利用について管理職が導入を指示する方式で推進したため活用率が短期間で
大きく伸びた。生徒向けに毎日検温アンケートを実施している。今後はキャリア教育において、地
域の方々との連携をCラーニングで行う予定。

D校 一部の教員が授業で活用しているが、授業での活用目的が国家試験対策と明確であるため、生徒は
ドリルで試験対策問題を解いたり協働板で意見を述べることで、活用率が伸びてきている。
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各校個別の活用度考察 2/2
学校 活用状況

E校 一部の教員が授業で活用しているが、レポートの相互評価を活用し、ICTを活用した対話を授業で行
う活動が広がり始めている。

F校 2人のICT担当が授業で活用している。学内に提案するために多くの機能を授業で活用し、特に動画
教材は生徒に好評で、生徒活用率は大幅に伸びている。

G校 他社のシステムが導入されていた中で、安定的な稼働率を評価され、生徒・保護者連絡ツールとし
てCラーニング活用が検討されている。ICT担当の先生が授業で活用し、他システムとの使い分けに
ついて現在試行中である。

H校 他社のシステムが導入されていた中で、校務活用・保護者連絡ツールとしてCラーニング活用を検討
しながら１月より校内勉強会が始まり、現在、先生方が担当グループに分かれ運用を開始している。

I校 管理職主導で授業活用を検討している。活用している授業は少ないが、校務での活用において、学
年を超えた情報共有など新しいつながりの実証を開始している。
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・A校 73名
（回答はい：65名 いいえ：8名）
・B校 25名
（回答はい：25名 いいえ：0名）
・C校 76名
（回答はい：66名 いいえ：30名）
・D校 89名
（回答はい：86名 いいえ： 3名）
・E校 32名
（回答はい：32名 いいえ：19名）
・F校 123名
（回答はい：97名 いいえ：26名）

課題2【アクティブラーニングの実現】

Q「Cラーニングで自分の考えを述べることができましたか？」1/2

生徒向けアンケート結果 (n=606)
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Q「Cラーニングで自分の考えを述べることができましたか？」2/2

・G校 83名
（回答はい：78名 いいえ：5名）
・H校 63名
（回答はい：57名 いいえ：6名）
・I校 42名
（回答はい：31名 いいえ：11名）

考察：
回答数606名のうち89％（537名）が、「自分の考えを述べることができた」

と回答しており、アクティブラーニングの実践の効果を示した。

次ページに、生徒・先生から集まった自由記述で特徴的な意見をピックアッ
プする。

課題2【アクティブラーニングの実現】

生徒向けアンケート結果 (n=606)
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生徒の意見 自由記述ピックアップ 1/4

【帯広南商業】
・匿名で自分の意見を言いやすい部分が、普通の授業より優れている。
・パソコンやスマホを使って調べたことが共有できるのが良い。

【若宮商業】
・発言が苦手でもみんなの前で意見を述べることができた。
・アプリで発言しやすく色んな人の意見を見て比較でき面白いです。

【古川工業１年】
・自分で調べて、これが知りたい！と気持ちが前より持てた。
・Cラーニングだと文字にすれば長々と自分の意見を書ける。

【古川工業２年】
・間違えてもすぐ直すことができ何回でも復習することできる。
・協働板のおかげで何度も繰り返し大事なところを見れてよい。

課題2【アクティブラーニングの実現】

生徒向けアンケート

Q「Cラーニングを使った授業と今までとの違いは？」回答結果

(n=606)
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【葵小２年】（保護者が児童に聞いて回答）
・こころスタンプがあることで、はっぴょうができない人も自分の意見が先生につたわる。
・協働板をあけてみたら、資料がめちゃくちゃのっていて、びっくりしました。

【葵小４年】
・言葉で伝えにくい事も分かりやすかった。資料が見やすかった。
・みんなとしりょうをみたりきょうゆうできたからよかった。

【葵小５年】
・打つのは大変だけど、何回も見直せるから便利でした。

・今までは発表した人の意見しか分からなかったけど、全員の意見が分かって良かった。

課題2【アクティブラーニングの実現】

生徒の意見 自由記述ピックアップ 2/4

生徒向けアンケート

Q「Cラーニングを使った授業と今までとの違いは？」回答結果

(n=606)
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【海洋１年】
・パソコンを使うのが上手くなった。 パワーポイントで資料を作って共有ができた。
・みんなの意見を見ることができたり、アンケート機能で%など簡易的に情報がわかる。

【海洋２年】
・潜水士のテストで自動採点をしてくれるので多くの問題に取り組むことができた。
・実習でしか見られなかった、動画が何回も繰り返して見られた。

【岩瀬日大１年】
・ビビりの僕でも、まわりの空気に流されず自分の意見を伝えやすいと感じた。
・レポートが提出しやすく、先生から評価やコメントが返ってくるので考えながら進められた。

【岩瀬日大２年】
・homeroomで使った時に紙ではなく情報として残すので無くならなくて良い。
・英IIの授業で、皆のまとめたノートを見ることができとても便利だと思った。

課題2【アクティブラーニングの実現】

生徒の意見 自由記述ピックアップ 3/4

生徒向けアンケート

Q「Cラーニングを使った授業と今までとの違いは？」回答結果

(n=606)
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【東邦】
・私は文章を書くのが遅いが、iPadで打ち込む事で早くすることができた。
・レポートの提出物の期限がわかりやすく出し忘れが減った。

【美深】
・Cラーニングだと色々な人の意見がはっきりわかり、海外の人とも関われる。
・話しが記録されてまとめられていて、話し合いの時とても役立った。

【箕面東】
・基本はスマホで行うのでスムーズに自分のペースで出来るところが良い。
・授業であまり言えないことが、Cラーニングでは意見が言えた。

課題2【アクティブラーニングの実現】

生徒の意見 自由記述ピックアップ 4/4

生徒向けアンケート

Q「Cラーニングを使った授業と今までとの違いは？」回答結果

(n=606)
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【前向きな態度】

・普段、手をあげて発言しない生徒が、非常に良い意見をだしてくれた。

・口頭で発問するよりも意欲的に回答しようという姿が見られた。

・皆で共有できることで、ボーっとしたり何もやらなかった生徒が減った。

【他者から影響】

・授業で他の人の意見に対する反応も大きく意見交換が盛んになった。

・単独ではレポートに取り掛かれなかった生徒が他の人のレポートを見て、見様見真似でも

書いてみようとした。

・生徒からクラスの意見を（文集などの一人一言）集約するのにCラーニングを使わせてほ

しいという声があり活用した。

教員の意見（自由記述ピックアップ）1/2

課題2【アクティブラーニングの実現】

教員向けアンケート (n=70)

Q「生徒が主体的になったと感じる行動は何ですか？」回答結果
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【対話や協働】

・生徒同士で教材を見ながら教え合う場面が見られた。

・レポート、相互評価でコメント欄にアドバイスを書いてくれる生徒が増えた。

・相互評価で、他者の作品を熱心に閲覧し、互いの完成度や感想などを伝え合っていた。

【学習への取り組み】

・動画を複数回再生していることから、理解しようとする意欲が感じられた。また、定期考

査でも良好な成績を残している。

・以前よりも資格試験に積極的に取り組む様子が見られた。

・物理の授業でのレポート提出や各アンケートの記入を積極的に行っている

・スマホの使い方に慣れていて、休み時間や昼休みもスキマ時間を見つけては利用している。

課題2【アクティブラーニングの実現】

教員向けアンケート (n=70)

教員の意見（自由記述ピックアップ）2/2

Q「生徒が主体的になったと感じる行動は何ですか？」回答結果
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【アンケート】

・アンケート調査業務の迅速化、効率化が実現

・教務部で実施している授業アンケートの集計・管理

・健康チェックのルーティン化の実現

・公開・非公開など細かな設定で生徒の意見をタイムリーに把握

【連絡】

・ニュース機能で考査範囲を一斉に伝達

・個人的なメールやLINE等を使用せずとも生徒と連絡が可能で安心

・連絡グループで部活や委員会活動などクラス以外での連絡可能

・未読の表示があるので、生徒や保護者に伝わったか状況を把握

課題3【教職員の働き方改革】

教員の意見（自由記述ピックアップ）1/3

教員向けアンケート

Q「校務の効率が向上したこと、今後向上が期待されることは？」回答結果

(n=99)
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【生徒ケア】

・長期欠席者や、感染症での休校、学級閉鎖時の生徒への指導が可能

・放課後の時間帯でも、自分の都合に合わせて連絡できる

・連絡したことが残るので、後で確認できる

・欠席した生徒への資料配布が簡単

【保護者との連絡】

・緊急な一斉連絡や個別連絡のときに便利

・保護者からの欠席連絡が可能

・英語発表会の映像を保護者が閲覧できた

・保護者全員への資料配付が簡単で、保護者会の出席確認も楽

課題3【教職員の働き方改革】

教員の意見（自由記述ピックアップ）2/3

教員向けアンケート

Q「校務の効率が向上したこと、今後向上が期待されることは？」回答結果

(n=99)
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【情報共有】

・学習指導、進路指導、生活指導など教職員の情報共有

・分掌のグループの協働板で大切なお知らせが埋没しない

・協働板に大容量の映像が貼り付けできるので助かる

・教員朝礼や学年の会議も資料の事前配布で時間を短縮

【その他】

・印刷に掛かる諸経費（紙代、インク代、製版費等）が節約できる

・ID&PW権限が担任にあり、保護者と生徒のPWの再発行がストレスなくスムーズ

・独自のツールは学校でしか使えないが、Cラーニングはリモートからアクセス可能

・少人数グループ会議で発言やアイディアが活発化

課題3【教職員の働き方改革】

教員の意見（自由記述ピックアップ）3/3

教員向けアンケート

Q「校務の効率が向上したこと、今後向上が期待されることは？」回答結果

(n=99)
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これから：Cラーニング活用率向上を目指す（既存校から学ぶ）

奈良市立一条高校
（導入５年）

浜松学芸中高校
（導入１年）

先生 2020年10月 91.1% 93.3%

生徒 2020年10月 98.4% 84.2%

考察：
浜松学芸中高は、先駆的に導入した奈良の一条高校の事例を学び、
短期間で活用率を約９０％に高めている。
今後、今回のEdTech導入校においても、活用ノウハウの提供によって、
９０％を超える活用率を目指すこととなる。
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株式会社ネットマン
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設立年月 1999年4月
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組織開発に関するコンサルティング
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専門分野
アクティブラーニング、アダプディブラーニング
協調学習、チーム学習
自己肯定感、行動変容

本社所在地
〒104-0032

東京都中央区八丁堀2-2-4 第6 高輪ビル
TEL 03-3523-5100 FAX 03-3523-5200

静岡本社所在地
〒411-0033

静岡県三島市文教町1-5-6 日商三島ビル フリーダイヤル 0120-802-806

Cラーニング商品サイト https://c-learning.jp/
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